
 

 

 

 

守山市 総務部長 答弁（抜粋） 

予算の役割として、一つ目は、健全で持続的な財政運営を行っていく為に、 歳入・歳出の総額をコントロールす

ること。二つ目は、政策目的に沿った優先的事業へ予算を配分すること。三つ目には、予算執行にあたり、最小の

経費で最大の効果をあげることであると思います。多様化する市民ニーズに応えるために業務の細分化が予想され

る中、今後も歳出の増加は避けられないことが予想されます。今後、多様な市民ニーズに応えながら財政課題を解

決していく為には、事務事業を見極め効果的な行財政運営を目指し、この厳しい財政状況を乗り切ることが重要で

あります。事業の優先度を見極めることができる予算編成手法を行う必要があると思いますが見解を伺います。 

 

迎春健やかなる新年をお迎えのこととお慶び申し上

げます。また皆様の御健勝、ご多幸をご祈念申し上

げます。本年も皆様の暮らしの一助となるよう全力

で市政に取り組む所存です。今後ともご支援の程、

宜しくお願い申し上げます。 
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他市においてもスクラップロードマップを策定する市もありますし、改善

見直し工程表なるものを作成し計画的に進めている市もあります。評価シ

ステムの構築と意思決定システムの構築を柱にした北海道恵庭市の約

68000 人の市では、市民の 95％が「住みやすい」と評価している程の成果

を得ています。「住みやすさ日本一が実感できるまち」を目指す、本市に

類似しているところがあります。事業評価システムを構築して、計画的な

工程表に基づいて実施していくことが、今後必要だと思いますが、   

見解を伺います。 

答 本市の平成 30 年度予算編成方針におきましても、「事務事業の効率化・スリム化・スクラップ」や「ソフ

ト事業にかかる新規・拡充事業については、既存事業をスクラップした予算の範囲内で要求する」などの方

針を盛り込み、それに基づく各課からの予算要求があったところであります。 議員仰せの「スクラップロ

ードマップ」や恵庭市が取り組まれている「スクラップ工程表」につきましては、事業スクラップを着実に

進めるために有効であると考えており、研究してまいりたいと考えております。 
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議員仰せのとおり、厳しい財政状況のなか、多様化する市民ニーズに対応するた

めに、優先度の高いものについては、適正に予算を配分する一方で、スクラップ

や事業手法見直しなどは不断に行うことが必要であると考えております。新たな

事業評価の仕組みについては、先進市の事例等も参考に検討しております。本年

度も、予算要求時期において、事務事業等の「廃止」、「手法見直し」、「整理・統

合」の観点から、各課からの提案により、精査前の段階ではありますが、208   

項目、一般財源の事業費ベースで約５千万円の節減効果を見込んでおります。 
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メロントレーニングハウス視察 

湖岸清掃活動に参加 もりやまいち 大盛況でした。 
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森重 重則後援会の 会員様を随時募集しております。ご支援の程、宜しくお願い致します。 

 

 

もりしげ 重則 活動日記 

守山市社会福祉大会 出席 

業務改善について (抜粋) 関連③
事業の選択と集中における予算編成手法の見直し、人員配置の重点化、

そして業務の見直し、改善をセット行えれば、市民の皆様が求められて

いる事業をより進めることが出来ると考えます。業務改善方法が全ての

課で共有できる「見える化」のしくみを構築し全庁的に業務の見直し、

改善を進める必要があると思いますが見解を伺います。 

答 議員からご提案がありました、全庁的な業務改善の先進事例の 

見える化については、非常に重要なことであり、まずネットワーク 

システムを利用して全所属に周知を行い、また、全国の先進事例や民間における業務改善の取り組み等も  

積極的に情報提供することで、各所属における業務改善の取り組みを推進し、その業務改善が、行政内部の

改善だけでなく、市民サービスの向上につなげてまいりたいと考えております。 
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昨年、守山市の待機児童は９３名でした。一か所１９名以下の小規模保育所５か所  

（９５名分）を確保して、いち早く待機児童の解消に向けて取り組んでいます。 

もりやまハーフマラソン大会 

出席 

下之郷遺跡祭り にぎわいました。 

質問③ 


